
「働きやすい職場」づくりが、好循環を生み出す

～”勤務環境改善マネジメントシステム”導入のすすめ～

”勤務環境改善マネジメントシステム”とは、「医療スタッフの雇用の質の向上」を図り「安全で質の高い

医療を提供」することを目的とした継続的なマネジメントの手法です。医療スタッフの定着を向上させ、安全

で質の高い医療を提供することで、患者満足度の向上を図ることができ、経営の安定につながります。

すでに皆様も様々な取組みをされていることと思います。この”勤務環境改善マネジメントシステム”を参

考にしていただき、施設全体で取組むことで、より効果的なものになっていくはずです。

■「雇用の質」とは？

「雇用の質」の取り組みは、大きく４つの領域が想定されます。

1 働き方・休み方の改善 時間外労働の削減、休暇の取得促進、多様な勤務形態の活用 等

2 職員の健康支援 生活習慣病対策、メンタルヘルス対策、腰痛対策 等

3 働きやすさの確保 仕事と子育て・仕事と介護の両立支援、職員の安全確保 等

4 働きがいの向上 専門職としてのキャリアアップ支援、人事異動によるキャリアアップ等

自施設の状況に応じて、優先順位をつけて取り組みを進めていきましょう。
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勤務環境の改善を支援します！

医療機関事業主様ならびに労務管理責任者の皆様へ

宮城県社会保険労務士会は厚生労働省からの委託を受け、

「医療労務管理支援センター」を設置しております。人事・

労務管理の専門家である社会保険労務士が「医療労務管理

アドバイザー」として、個別相談、希望される医療機関へ

の個別訪問を実施しております。



① 同じ企業で働く正社員と短時間労働者・有期雇用労働者との間で、基本給や賞与、手当や福利厚

生など、あらゆる待遇について、不合理な差を設けることが禁止されます。

② 事業主は、短時間労働者・有期雇用労働者から、正社員との待遇に違いやその理由などについて

説明を求められた場合は、説明をしなければなりません。

「同一労働同一賃金」への対応


